
 

 

 

 

 

介護保険制度の成果については、「介護を社会全体で支える」と回答した事業所が最も多く、次いで「認知症の人への配慮」

であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在連携している医療機関について、訪問介護事業所が「ある」の回答が 32％に対し、通所事業所は「ある」の回答が

45％と若干高くなっていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療機関と連携が必要な場合については、「利用者のけがや状況急変時」の回答が最も多く、次いで「利用者の心身の状態

確認・報告」であった。「担当者会議」での連携と回答した事業所は少なかった。 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染拡大時の医療介護連携に関するアンケート調査 

調査結果（介護保険制度の成果と課題；回答 72事業所） 

①介護保険制度の成果 

②現在連携している医療機関 

③医療機関と連携が必要な場合 
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介護保険制度の成果 A 介護を社会全体で支える

B 自立支援

C 本人主体

D 措置から契約への転換

E 認知症の人への配慮

F 介護予防

G その他

H 未記入
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どちらともいえない

未記入
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医療機関と連携が必要な状況 A 利用者の心身の状態確認・報告

B 利用者受診時の情報共有

C 担当者会議

D 利用者のけがや状態急変時

E 緊急時

F わからない

G その他
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